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(57)【要約】
【課題】　撮影手段と撮影手段で撮影された画像を表示
させる表示手段とを備え、表示手段にラベルを貼付させ
る対象物と印刷前のラベルの画像とを合せて表示させて
適正サイズのラベルを作成する印字装置を提供する。
【解決手段】　印字装置は、入力手段と、印刷長設定手
段と、カートリッジ判別手段と、テープ幅設定手段と、
テープ種選択手段と、印刷方向選択手段と、撮影手段と
、表示手段と、リアルタイム画像の表示縮尺を導出する
縮尺導出手段と、印刷長やテープ幅及びテープ種に基づ
くテープ画像とを縮尺導出手段で導出した表示縮尺に合
わせてリサイズするリサイズ手段と、該リサイズ手段で
リサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラ
ベル画像を生成するラベル画像生成手段と、ラベル画像
をリアルタイム画像と合成させる合成画像生成手段と、
印刷手段と、を備える。
【選択図】　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印字テープに印字してラベルを作成する印字装置であって、
　作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力手段と、
　前記入力手段による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定手段と、
　前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別手段と、
　判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定手段と、
　前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択手段と、
　前記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択手段と、
　オートフォーカス機能を有する撮影手段と、
　前記撮影手段で撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示手段と、
　前記表示手段に表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出手段と、
　入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記
縮尺導出手段で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ手段と、
　前記リサイズ手段でリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画像を
生成するラベル画像生成手段と、
　前記ラベル画像生成手段により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成さ
せる合成画像生成手段と、
　前記入力手段による入力文字を印刷する印刷手段と、
　を備えることを特徴とする印字装置。
【請求項２】
　前記縮尺導出手段は、撮影範囲の縦又は横方向において、被写体の単位長さ当たりの前
記撮影手段の画素数による実変換値を求めて、リアルタイム画像の表示縮尺を導出するこ
とを特徴とする請求項１に記載の印字装置。
【請求項３】
　前記撮影手段は、オートフォーカス機能によりフォーカスレンズを駆動させてピント合
せを行い、駆動した前記フォーカスレンズの位置に基づいて被写体との距離を算出するこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の印字装置。
【請求項４】
　前記合成画像生成手段は、トリミングによる画像処理で合成画像を拡大させるズーム手
段を、さらに備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れかに記載の印字装置。
【請求項５】
　印字テープに印字してラベルを作成する印字装置の印字方法であって、
　作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力処理と、
　前記入力処理による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定処理と、
　前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別処理と、
　判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定処理と、
　前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択処理と、
　前記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択処理と、
　オートフォーカス機能を用いて行う撮影処理と、
　前記撮影処理により撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示処理と、
　前記表示処理により表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出処理と、
　入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記
縮尺導出処理で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ処理と、
　前記リサイズ処理によりリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画
像を生成するラベル画像生成処理と、
　前記ラベル画像生成処理により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成さ
せる合成画像生成処理と、
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　前記入力処理による入力文字を印刷する印刷処理と、
　を実行することを特徴とする印字方法。
【請求項６】
　前記縮尺導出処理は、撮影範囲の縦又は横方向において、被写体の単位長さ当たりの前
記撮影手段の画素数による実変換値を求めて、リアルタイム画像の表示縮尺を導出する処
理を実行することを特徴とする請求項５に記載の印字方法。
【請求項７】
　前記撮影処理は、オートフォーカス機能によりフォーカスレンズを駆動させてピント合
せを行い、駆動した前記フォーカスレンズの位置に基づいて被写体との距離を算出する処
理を実行することを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の印字方法。
【請求項８】
　前記合成画像生成処理は、トリミングによる画像処理で合成画像を拡大させるズーム処
理を実行することを特徴とする請求項５乃至請求項７の何れかに記載の印字方法。
【請求項９】
　印字テープに印字してラベルを作成する印字装置の印字方法を実現するための印字制御
プログラムであって、
　作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力処理と、
　前記入力処理による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定処理と、
　前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別処理と、
　判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定処理と、
　前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択処理と、
　前記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択処理と、
　オートフォーカス機能を用いて行う撮影処理と、
　前記撮影処理により撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示処理と、
　前記表示処理により表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出処理と、
　入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記
縮尺導出処理で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ処理と、
　前記リサイズ処理によりリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画
像を生成するラベル画像生成処理と、
　前記ラベル画像生成処理により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成さ
せる合成画像生成処理と、
　前記入力処理による入力文字を印刷する印刷処理と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする印字装置の印字制御プログラム。
【請求項１０】
　前記縮尺導出処理は、撮影範囲の縦又は横方向において、被写体の単位長さ当たりの前
記撮影手段の画素数による実変換値を求めて、リアルタイム画像の表示縮尺を導出する処
理をコンピュータに実行させることを特徴とする請求項９に記載の印字装置の印字制御プ
ログラム。
【請求項１１】
　前記撮影処理は、オートフォーカス機能によりフォーカスレンズを駆動させてピント合
せを行い、駆動した前記フォーカスレンズの位置に基づいて被写体との距離を算出する処
理をコンピュータに実行させることを特徴とする請求項９又は請求項１０に記載の印字装
置の印字制御プログラム。
【請求項１２】
　前記合成画像生成処理は、トリミングによる画像処理で合成画像を拡大させるズーム処
理をコンピュータに実行させることを特徴とする請求項９乃至請求項１１の何れかに記載
の印字装置の印字制御プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、適正サイズのラベルを作成する印字装置と、該印字装置において適正サイズ
のラベルを作成させる印字方法と、この印字装置に適正サイズのラベルを作成させる印字
方法を実現させるための印字制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　テープ部材を収納したテープカセットを装置内にセットし、そのテープ部材に対して、
キーボード等の入力手段から入力された或いは他の機器から出力された文字等を任意に印
字することで、固有のラベルを作成できる装置として印字装置がある。
【０００３】
　このような印字装置で作成されるラベルは、貼付対象物に貼ってみると、幅、長さが適
正でない場合がある。そこで、下記に示す特許文献１には、編集手段、表示手段及び印刷
データ生成手段を備えたＰＣ（パーソナルコンピュータ）等から構成されるホスト装置と
、ホスト装置から印刷データを受信する印刷データ受信手段及びラベル作成手段を備えた
印字装置と、から成り、印刷レイアウトの編集が容易にでき、なおかつ、貼付対象物との
バランスを加味したラベルを作成することができるラベル作成システムが開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１５８６９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の特許文献１のラベル作成システムは、ホスト装置及び印字装置か
ら構成されており、ホスト装置において表示手段で確認しながら印刷データを生成編集し
、接続された印字装置で印刷させることから、装置構成が複雑なものであった。
【０００６】
　本発明は、上述したような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、撮影手段と
表示手段とを備え、表示手段にラベルを貼付させる対象物の画像と印刷前のラベルの画像
とを合せて表示させて適正サイズのラベルを容易に作成する印字装置と、該印字装置にお
いて適正サイズのラベルを容易に作成する印字方法と、適正サイズのラベルを容易に作成
する印字方法を印字装置に実現させるための印字制御プログラムとを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る印字装置は、印字テープに印字してラベルを作成する印字装置であって、
作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力手段と、前記入力手段による
入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷長設定手段と、前記印
字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別手段と、判別したカ
ートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定手段と、前記印字テープの
色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択手段と、前記印字テープへの印刷
方向を選択する印刷方向選択手段と、オートフォーカス機能を有する撮影手段と、前記撮
影手段で撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示手段と、前記表示手段
に表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出手段と、入力文字画像と設定
された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記縮尺導出手段で導出し
た表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ手段と、前記リサイズ手段でリサイズした入
力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画像を生成するラベル画像生成手段と、前記
ラベル画像生成手段により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成させる合
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成画像生成手段と、前記入力手段による入力文字を印刷する印刷手段と、を備えることを
特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る印字装置の印字方法は、印字テープに印字してラベルを作成する印字装置
の印字方法であって、作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力処理と
、前記入力処理による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定処理と、前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判
別処理と、判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定処理
と、前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択処理と、前
記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択処理と、オートフォーカス機能を用い
て行う撮影処理と、前記撮影処理により撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示さ
せる表示処理と、前記表示処理により表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮
尺導出処理と、入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ
画像とを前記縮尺導出処理で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ処理と、
前記リサイズ処理によりリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画像
を生成するラベル画像生成処理と、前記ラベル画像生成処理により生成されたラベル画像
を前記リアルタイム画像と合成させる合成画像生成処理と、前記入力処理による入力文字
を印刷する印刷処理と、を実行することを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る印字装置の印字制御プログラムは、印字テープに印字してラベルを作成す
る印字装置の印字方法を実現するための印字制御プログラムであって、作成するラベルの
入力文字やフォントサイズを設定する入力処理と、前記入力処理による入力文字の文字数
やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷長設定処理と、前記印字テープを収納す
るカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別処理と、判別したカートリッジの種別
からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定処理と、前記印字テープの色や模様及び材質
等のテープ種を選択するテープ種選択処理と、前記印字テープへの印刷方向を選択する印
刷方向選択処理と、オートフォーカス機能を用いて行う撮影処理と、前記撮影処理により
撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示処理と、前記表示処理により表
示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出処理と、入力文字画像と設定され
た印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記縮尺導出処理で導出した表
示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ処理と、前記リサイズ処理によりリサイズした入
力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画像を生成するラベル画像生成処理と、前記
ラベル画像生成処理により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成させる合
成画像生成処理と、前記入力処理による入力文字を印刷する印刷処理と、をコンピュータ
に実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、撮影手段と表示手段とを備え、表示手段にラベルを貼付させる対象物
の画像と印刷前のラベルの画像とを合せて表示させて適正サイズのラベルを容易に作成す
る印字装置と、該印字装置において適正サイズのラベルを容易に作成する印字方法と、適
正サイズのラベルを容易に作成する印字方法を印字装置に実現させるための印字制御プロ
グラムとを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る第一の印字装置の平面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る印字装置の内部拡大図及びテープカセットの斜視図であ
る。
【図３】本発明の実施形態に係る第二の印字装置の平面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る印字装置の機能ブロック図である。
【図５】本発明の実施形態における印字装置により合成画像データを生成してラベルを作
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成する流れを示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態における印字装置によりラベル画像データを生成する流れを示
すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態における印字装置によるパイプファイルの背表紙用ラベル作成
に関する説明図である。
【図８】本発明の実施形態における印字装置によるパイプファイルの背表紙用ラベル作成
に関する説明図である。
【図９】本発明の実施形態における印字装置によるラベル画像に関する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて詳説する。図１は、本発明の実施形態に係る第
一の印字装置1の平面図であり、図２は、この印字装置1に使用するテープカセット21の外
観及び印字装置1の内部構造の一部を示す斜視図である。また、図３は、本発明の実施形
態に係る第二の印字装置100として、ソフトウエアキーボード型のタッチパネル操作を主
とする印字装置100の平面図である。
【００１３】
　印字装置1は、表面に印字面を備え裏面が粘着面とされた印字テープと、粘着面に貼付
される剥離テープと、が積層されて形成されたテープ部材31に文字等を印字する装置であ
る。
【００１４】
　第一の印字装置1は、図１に示すように、筐体2の上面にキーボード入力部3、タッチパ
ネル表示部4及びカセット装填部8を塞ぐ開閉蓋5が形成されている。そして、タッチパネ
ル表示部4近傍に撮影部70を備える。また、図示しないが、筐体2には、パーソナルコンピ
ュータ等の外部機器と接続するための入力端子、電源コードが接続される電源端子、メモ
リーカード等の記憶媒体が挿入される挿入口等も形成されている。
【００１５】
　キーボード入力部3は、文字データを入力する文字入力キー、印字開始を指示する印字
キー、タッチパネル表示部4の表示画面上のカーソルを移動操作するカーソルキー、印字
モードの設定や各種設定処理を行う種々の制御キー、撮影画像のピント合せを指示するピ
ント合せキー等によって構成されている。
【００１６】
　タッチパネル表示部4は、印字装置1におけるカラー液晶表示パネル等であり、タッチパ
ネル表示部4には、入力されたデータに関する画像、各種の設定のための選択メニュー、
各種の処理に関するメッセージ等が表示される。
【００１７】
　また、タッチパネル表示部4は、入力手段であるタッチパネルと表示手段であるカラー
液晶表示パネルとが一体化された入力可能な表示パネルであり、印字装置1は、画面タッ
チにより各種設定を行うことが可能なようにタッチペン64を有する。
【００１８】
　そして、開閉蓋5の内側には、図２に示すように、テープ部材31及びインクリボン35を
収容したテープカセット21を装填するためのカセット装填部8が形成されている。カセッ
ト装填部8内には、テープ印字機構45と、テープカセット21を所定の位置に支持するため
のカセット受部15と、が形成されている。
【００１９】
　このテープ印字機構45は、縦方向に配列された印字素子と、印字ヘッドとされるサーマ
ルヘッド11と、サーマルヘッド11との間でテープ部材31及びインクリボン35を挟み込んで
これを搬送するプラテンローラ12と、テープカセット21に係合して位置決めする位置合わ
せ軸20と、印字に使用したインクリボン35をテープカセット21内に巻取るリボン巻取軸13
と、を備える。
【００２０】
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　また、カセット装填部8の一端部に筐体2の外に通じるテープ繰出部7が形成されており
、このテープ繰出部7には、テープ部材31の印字テープ及び剥離テープを幅方向に切断す
るフルカット手段としてのフルカット機構17と、テープ部材31の印字テープのみを切断す
るハーフカット手段としてのハーフカット機構18が組み込まれている。
【００２１】
　さらに、テープカセット21は、カセットケース22を備え、このカセットケース22の内部
には、テープ部材31が巻装されたテープコア23、未使用のインクリボン35が巻装されたリ
ボン供給コア24、使用済みのインクリボン35を巻取るリボン巻取コア25が夫々収納されて
いる。また、テープカセット21のカセットケース22には、カセット装填部8内にテープカ
セット21を装填した場合にサーマルヘッド11が位置するヘッド配置部27が形成されている
。
【００２２】
　また、カセットケース22の隅部には、カセット装填部8のカセット受部15と係合し、こ
のカセット受部15によって支持される被係合部29が形成されている。そして、このカセッ
トケース22の被係合部29には、図示しないがテープカセット21の種類に応じた所定の凹凸
が形成されており、カセット装填部8のカセット受部15には、テープカセット21が装填さ
れた場合にカセットケース22の被係合部29に形成された凹凸を判別するカートリッジ判別
手段であるテープ幅検出スイッチ16が形成されている。
【００２３】
　そして、印字装置1は、カセットケース22がカセット装填部8に装填されると、カセット
ケース22の被係合部29とカセット装填部8のカセット受部15に形成されたテープ幅検出ス
イッチ16の幾つか或いは全部が係合し、係合したテープ幅検出スイッチ16が押下されて、
このオン状態となったテープ幅検出スイッチ16の組み合わせによってテープカセット21の
テープ幅等の種類を判別できるようになっている。
【００２４】
　つまり、この印字装置1は、テープカセット21の種類が内蔵するテープ部材31の幅等に
よって異なるため、このテープカセット21の種類を判別することによって、印字対象物で
あるテープの幅等を識別することができ、制御部40がテープ幅に適合した印字データを作
成することができるようになっている。
【００２５】
　この印字装置1は、印字の指示がされると、テープ部材31及びインクリボン35がテープ
カセット21から繰り出され、プラテンローラ12とサーマルヘッド11との間にこれらのテー
プ部材31及びインクリボン35が重ね合わされた状態で挟み込まれて搬送される。
【００２６】
　そして、サーマルヘッド11が印字データに基づいて発熱駆動され、インクリボン35のイ
ンクがテープ部材31の印字テープに熱転写されて印字テープに印字が行われ、印字が終了
すると設定によりフルカット機構17又はハーフカット機構18が作動してテープ部材31が幅
方向に切断され、１枚のテープ状のラベルが作成される。
【００２７】
　なお、印字装置1は、上述の物理的なハードウエアキーボードを有する装置以外にも適
用できる。図３に示す第二の印字装置100は、装置本体82の略上面全域をカラー液晶表示
装置から構成されてソフトウエアキーボード機能により仮想のキーボードを表示するタッ
チパネル表示部4を備え、装置側面等に撮影部70やテープ排出部を備えるものである。
【００２８】
　この第二の印字装置100は、文字入力装置としてカラー液晶表示パネル上面に透明な加
圧スイッチであるタッチパネルが重ねて配設されている。さらに、タッチパネル表示部4
の表示画面には、アルファベット文字キー、数字キー、記号キー等の文字・記号入力キー
（以下、これら総じて文字キーと呼称）や、漢字への変換キー、無変換キー及び実行キー
等々の制御キーを備える仮想のキーボードを表示するキーボード領域87及びそのキーボー
ド領域87から入力された文字を表示するとともに撮影された画像等も表示させる文字編集



(8) JP 2012-166511 A 2012.9.6

10

20

30

40

50

領域88が設けられる。
【００２９】
　キーボード領域87は、キーボードの各キーを画像として表示するとともに、タッチパネ
ルであって表示画面上に表示されるキーボードの各キーの位置を押圧することにより、各
キーの座標位置のデータを入力するようになっており、これによりソフトウエアキーボー
ド機能を実現する。
【００３０】
　次に、印字装置1、100の回路構成について述べる。この印字装置1、100は、図４に示す
ように、制御部40を備える。そして、この制御部40には、記憶手段としてのＲＯＭ41及び
ＲＡＭ42が接続されている。また、制御部40には、使用者のキー操作を受けて文字データ
やフォントサイズ等を入力する入力手段としてのキーボード入力部3やタッチパネル入力
部60が接続されている。そして、制御部40には、入力された情報などの種々の情報を表示
する表示手段であるタッチパネル表示部4を駆動させるタッチパネル表示部駆動回路63が
接続されている。
【００３１】
　さらに、制御部40には、サーマルヘッド11を駆動するヘッド駆動回路51と、ステップモ
ータ46を駆動するステップモータ駆動回路52と、カッターモータ48を駆動するカッターモ
ータ駆動回路53と、が接続されている。
【００３２】
　そして、制御部40には、カートリッジの種別を判別するカートリッジ判別手段であるテ
ープ幅検出スイッチ16が接続されている。
【００３３】
　制御部40はＣＰＵであって、キーボード入力部3からのキー入力信号、又は、自動でＲ
ＯＭ41に予め記憶されているシステムプログラム、メモリーカードに記憶された制御プロ
グラム、外部機器から読み込まれた制御プログラムなどを起動させ、ＲＡＭ42をワークメ
モリとして回路各部の動作を制御する。
【００３４】
　ＲＯＭ41には、設定された文字列データ等を表示し印字するためのプログラムや印刷フ
ォント、塗り潰しに使用される斜線や網目、ドット模様等が記憶され、制御部40で読み取
り可能なプログラムが記憶された記録媒体としても機能する。
【００３５】
　ＲＡＭ42には、入力された印刷情報が展開された印刷パターンデータが記憶される印字
データメモリ領域やタッチパネル表示部4に表示させるパターンデータが記憶される表示
データメモリ領域などが確保されており、印字処理などに必要なデータを一時的に記憶す
るレジスタやカウンタなども設けられている。
【００３６】
　ヘッド駆動回路51は、印刷情報や書式設定の情報に従って印字手段であるサーマルヘッ
ド11を制御し、テープ部材31に印刷を実行させる。ステップモータ駆動回路52は、搬送手
段を駆動させる回路であって、プラテンローラ12やリボン巻取軸13を回転させるステッピ
ングモータ等のステップモータ46を制御し、所定の速度で長手方向にテープ部材31を搬送
する。カッターモータ駆動回路53は、フルカット手段及びハーフカット手段等の切断手段
を制御する駆動回路であり、フルカット機構17で使用されるカッターモータ48としてのス
テッピングモータやハーフカット機構18で使用されるカッターモータ48としてのＤＣモー
タ等を制御する。
【００３７】
　そして、印字装置1、100は、制御部40がヘッド駆動回路51、ステップモータ駆動回路52
及びカッターモータ駆動回路53等を制御することにより、文字列をテープ部材31に印字し
、その印字部分を切断することでラベルを作成することができる。
【００３８】
　また、本発明において制御部40には、オートフォーカス機能を有する撮影手段である撮
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影部70が接続されている。撮影部70は、画像取得手段70b、測距手段70c及び撮影制御手段
70aを有する。画像取得手段70bは、撮像素子であるＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅ
ｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ
　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）と、フォーカスレンズ等の結像機構を備える。そして、
結像機構は、レンズ駆動用のモータ等を有し、フォーカス調節を行う。
【００３９】
　撮影制御手段70aは、貼付対象物を撮影するにあたって、ユーザにより撮影画像のピン
ト合せを指示するピント合せキーを押下されると、結像機構であるレンズ駆動用のモータ
を駆動させてフォーカスレンズを作動させてピント合せを行う。
【００４０】
　測距手段70cは、撮影制御手段70aによるピント合せで駆動したフォーカスレンズの停止
位置が至近端から無限端の何れの位置かをコード基板の示す停止位置や駆動量を測るフォ
トカプラー等のパルス量から検出し、撮影部70から被写体までの距離Ｌ（ｃｍ）を演算す
る。
【００４１】
　そして、制御部40は、測距手段70cにより得た撮影部70から被写体までの距離Ｌ（ｃｍ
）における上下又は左右の撮影範囲Ｈ（ｃｍ）を撮影画角を用いて演算する。そして、制
御部40は、被写体の単位長さとして１ｃｍ当たりの長さが撮像素子として、例えばＣＣＤ
の画素数の何ピクセルとして記録されているのかを示す実変換値である（ｐｉｘ／ｃｍ）
の値を、予め、ＲＯＭに格納されたＣＣＤの上下方向又は左右方向の画素数ｈ（ｐｉｘ）
を撮影画角と被写体距離とから求めた撮影範囲Ｈ（ｃｍ）で割り算をすることにより算出
する。そして、制御部40は、求めた（ｐｉｘ／ｃｍ）の値をＲＡＭ42等のメモリに記憶さ
せる。
【００４２】
　そして、制御部40は、この（ｐｉｘ／ｃｍ）の値を用いて後述する縮尺導出手段として
、撮影部70により撮影されて表示手段に表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する
。
【００４３】
　また、制御部40は、ラベル作成モードにおいて、入力手段による入力文字の文字数やフ
ォントサイズに応じて生成されるラベルの印刷長を設定する印刷長設定手段として機能す
る。
【００４４】
　そして、制御部40は、テープ幅検出スイッチ16により判別したカートリッジの種別から
テープ幅の情報を設定するテープ幅設定手段として機能する。
【００４５】
　また、制御部40は、ユーザに印字テープの色、模様及び材質等のテープ種を選択させる
ために、タッチパネル表示部4にテープ種のメニュー選択画面を表示させるテープ種選択
手段として機能する。さらに、制御部40は、ユーザに印字テープへの印刷方向を選択させ
るために、タッチパネル表示部4に印刷方向のメニュー選択画面を表示させる印刷方向選
択手段として機能する。
【００４６】
　そして、制御部40は、先述のとおりオートフォーカス機能を有する撮影手段である撮影
部70により撮影されて表示手段に表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導
出手段として機能する。なお、制御部40はズームキーを押下されると、電子ズームによる
トリミングの画像処理で画像を拡大させ、拡大率に基づいて（ｐｉｘ／ｃｍ）の値を変換
して、拡大されたリアルタイム画像の表示縮尺を導出する。
【００４７】
　また、制御部40は、作成するラベルの入力文字の入力文字画像と、入力文字の文字数や
フォントサイズに応じて生成されて設定されたラベルの印刷長、カートリッジ判別手段に
より判別されたテープ幅及びテープ種選択手段により設定されたテープ種に基づくテープ
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画像と、を夫々、縮尺導出手段として、導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイ
ズ手段として機能する。
【００４８】
　さらに、制御部40は、リサイズ手段としてリサイズした入力文字画像とテープ画像とを
合成してラベル画像を生成するラベル画像生成手段として機能する。また、制御部40は、
ラベル画像生成手段として生成したラベル画像をリアルタイム画像に合成させる合成画像
生成手段として機能する。
【００４９】
　また、制御部40は、ズームキーを押下されると、合成画像生成手段により生成した合成
画像をズーム手段としてトリミングによる画像処理で拡大させて、タッチパネル表示部駆
動回路63を制御し、タッチパネル表示部4に表示させる。
【００５０】
　また、ＲＯＭ41には、選択可能なテープ種の使用可能な印字テープの色、模様等のテー
プ画像のイメージデータが各種格納されるテープ種記憶領域41aを備えている。
【００５１】
　そして、ＲＡＭ42は、撮影部70により撮影されて生成された画像データをタッチパネル
表示部4に表示させるための画像データ記憶領域42aを有する。
【００５２】
　ここで、本発明の実施形態における印字装置1、100でラベルを作成する流れについて図
を用いて詳細に説明する。図５は、印字装置1、100により合成画像データを生成してラベ
ルを作成する流れを示すフローチャートである。図６は、図５に示すフローチャートのラ
ベル画像生成処理（ステップＳ４０）のサブルーチンであり、ラベル画像データを生成す
る流れを示すフローチャートである。また、図７及び図８は、印字装置1、100によるパイ
プファイルの背表紙用ラベル作成に関する説明図である。図９は、印字装置1、100による
横方向のラベル画像データに関する説明図である。
【００５３】
　先ず、ユーザにより印字装置1、100をラベル作成モードに設定されると、制御部40は、
ユーザにラベル用の入力文字及びフォントサイズを設定させるメニューをタッチパネル表
示部4に表示させるラベル作成モード設定処理（ステップＳ１０）を実行する。
【００５４】
　ユーザにより、図７（ａ）に示すようなラべル用の文字入力及びフォントサイズを設定
されると、制御部40は、印刷長設定手段として、テープ長である印刷長を設定する印刷長
設定処理（ステップＳ１５）を実行する。
【００５５】
　次に、制御部40は、テープ幅設定手段として、装着されているテープカセット21をカー
トリッジ判別手段により検出し、テープ幅を設定するテープ幅設定処理（ステップＳ２０
）を実行する。
【００５６】
　そして、制御部40は、テープ種設定手段として、ユーザに装着されているテープカセッ
ト21内の印字テープの色、模様及び材質等のテープ種を選択させるために図７（ｂ）に示
すようなテープ種のメニュー選択画面をタッチパネル表示部4に表示させるテープ種設定
処理を実行するとともに、印刷方向設定手段として、ユーザにラベル用の印字テープへの
印刷方向を選択させる印刷方向のメニュー選択画面をタッチパネル表示部4に表示させる
印刷方向設定処理（ステップＳ２５）を実行する。
【００５７】
　ユーザによりテープ種及び印刷方向が設定されると、制御部40は、撮影モードに遷移さ
せ、ラベルを貼付する貼付対象物を撮影可能なように、撮影手段である撮影部70を制御し
て、撮影処理を実行し「貼付対象物を撮影してください」等のメッセージをタッチパネル
表示部4に表示させる。
【００５８】
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　そして、制御部40は、ユーザにより撮影部70を貼付対象物に向けられると、図７（ｃ）
に示すように撮影部70で撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させるリアルタイ
ム画像表示処理（ステップＳ３０）を実行する。
【００５９】
　また、ユーザによりピント合せキーを押下されることにより、撮影制御手段70aがフォ
ーカスレンズを駆動させてピント合せを行い、測距手段70cが駆動したフォーカスレンズ
の位置に基づいて貼付対象物との距離Ｌ（ｃｍ）を算出する。
【００６０】
　そして、制御部40は、測距手段70cにより得た撮影部70から被写体までの距離Ｌ（ｃｍ
）における上下又は左右の撮影範囲Ｈ（ｃｍ）を撮影画角のデータを用いて演算する。そ
して、制御部40は、被写体の単位長さとして１ｃｍ当たりの長さが撮像素子として、例え
ばＣＣＤの画素数の何ピクセルとして記録されているのかを示す実変換値である（ｐｉｘ
／ｃｍ）の値を、予め、ＲＯＭに格納されたＣＣＤの上下方向又は左右方向の画素数ｈ（
ｐｉｘ）を撮影画角と被写体距離とから求めた撮影範囲Ｈ（ｃｍ）で割り算をすることに
より算出する。そして、制御部40は、求めた実変換値（ｐｉｘ／ｃｍ）の値をＲＡＭ42等
のメモリに記憶させる。
【００６１】
　そして、制御部40は、この（ｐｉｘ／ｃｍ）の値を用いて、縮尺導出手段として、撮影
部70により撮影されて表示手段に表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導
出処理（ステップＳ３５）を実行する。
【００６２】
　制御部40は、リアルタイム画像の表示縮尺を導出すると、リサイズ手段として、先に抽
出された印刷長、カートリッジ判別手段により判別されたテープ幅及び設定されたテープ
種に基づくテープ画像データを生成し、そのテープ画像データによるテープ画像と、入力
文字画像と、を夫々、表示縮尺に合わせてリサイズ表示させるためのリサイズ処理を実行
する。
【００６３】
　そして、制御部40は、リサイズした入力文字画像とテープ画像とを合成してラベル画像
を生成するラベル画像生成処理（ステップＳ４０）を実行する。このリサイズ処理及びラ
ベル画像生成処理（ステップＳ４０）の詳細な流れについては、図６に示すフローチャー
トを用いて後述する。
【００６４】
　次に制御部40は、合成画像生成手段として、ラベル画像と、リアルタイム画像とを合成
させる合成画像生成処理（ステップＳ７０）を実行する。
【００６５】
　そして、制御部40は、図７（ｄ）に示すようにラベル画像を画面の中央に配置させた合
成画像をタッチパネル表示部4に表示させる。
【００６６】
　これにより、ユーザは、例えば、タッチパネル表示部4に表示された合成画像を見なが
ら中央に位置するラベル画像の印字レイアウトを詳細に確認するためにズームキーを押下
する。制御部40は、ユーザによりズームキーが押下されると、図８（ａ）に示すように合
成画像をトリミングにより拡大させるズーム処理（ステップＳ７５）を実行する。
【００６７】
　また、ユーザは、タッチパネル表示部4に表示された合成画像を見ながら中央に位置す
るラベル画像に貼付対象物の貼付位置を合致させるために、例えば、図８（ｂ）に示すよ
うにカメラ位置を調整して、ラベル画像を貼付対象物の貼付位置に合致させる等を行い、
ラベルのサイズ及び印字レイアウト等の細部を確認する。
【００６８】
　なお、印字装置1、100は、貼付対象物をピント合せを行って撮影して得たリアルタイム
画像を保存してタッチパネル表示部4に表示させるとともに、中央にラベル画像を表示さ
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せて、これらの合成画像において、ラベル画像を摘み、なぞるようにしてタッチパネル表
示部4上で自在に移動させたり、ラベル画像をタッチして合成画像である背景の貼付対象
物とラベル画像とを同時に拡大させるなどの画像処理によりラベルのサイズ及び印字レイ
アウト等の細部を確認するような構成としても構わない。
【００６９】
　そして、ユーザは、タッチパネル表示部4に表示された合成画像を見ながら、設定され
たラベル画像が貼付対象物とバランス良く配置されたと判断すれば、ラベル作成モードに
おける設定完了を示す操作を行う。
【００７０】
　制御部40は、設定完了判断（ステップＳ８０）において、設定完了の指示により、印刷
手段を制御して、入力文字の印刷を行ってラベルを作成する印刷処理（ステップＳ８５）
を実行し、処理を終了する。作成されたラベルは、予め印字レイアウトのとおりに作成さ
れるので、図８（ｃ）に示すようにパイプファイルの背表紙に適正に貼付することができ
る。
【００７１】
　ただし、ユーザは、タッチパネル表示部4に表示された合成画像を見ながら、設定され
たラベル画像が貼付対象物とバランス良く配置されていないと判断すれば、ラベル作成モ
ードにおける再設定等の操作を行う。設定完了判断（ステップＳ８０）において、ユーザ
により再設定の指示を受けると、あらためて入力文字及びフォントサイズを設定させるメ
ニューをタッチパネル表示部4に表示させるための印刷長設定処理（ステップＳ１５）に
戻る。
【００７２】
　ここで、ラベル画像生成処理（ステップＳ４０）の詳細な流れについて、図６に示すラ
ベル画像生成処理（ステップＳ４０）のフローチャートを用いて説明する。
【００７３】
　制御部40は、縮尺導出手段として、リアルタイム画像における（ｐｉｘ／ｃｍ）による
表示縮尺を導出すると、印刷バッファ及びイメージバッファ等のＲＡＭ42を初期化するバ
ッファクリア処理（ステップＳ４１）を実行する。
【００７４】
　次に制御部40は、ユーザにより選択されて設定された印刷長、テープ幅及びテープ種に
基づいて、予めＲＯＭ41のテープ種記録領域41aに格納されている印字テープの色、模様
等のテープ種のイメージデータを検索するテープイメージ検索処理（ステップＳ４３）を
実行する。
【００７５】
　さらに、制御部40は、ユーザにより選択されて設定されたラベルの入力文字の印刷方向
が縦向きか横向きかを判定する印刷方向判定処理（ステップＳ４５）を実行する。印刷方
向が縦であれば、制御部40は、入力文字を縦方向とする入力文字画像を生成し、ＲＡＭ42
の印刷バッファに展開する縦方向印刷バッファ展開処理（ステップＳ４７）を実行する。
【００７６】
　また、ラベルの入力文字の印刷方向が横であれば、制御部40は、入力文字を横方向とす
る入力文字画像を生成し、ＲＡＭ42の印刷バッファに展開する横方向印刷バッファ展開処
理（ステップＳ４８）を実行する。
【００７７】
　制御部40は、縦方向印刷バッファ展開処理（ステップＳ４７）又は横方向印刷バッファ
展開処理（ステップＳ４８）により印刷バッファに入力文字データを展開すると、テープ
イメージ検索処理（ステップＳ４３）により検索したイメージデータをＲＡＭ42のイメー
ジバッファに展開するテープイメージ展開処理（ステップＳ５０）を実行する。
【００７８】
　次に、制御部40は、リアルタイム画像における実変換値（ｐｉｘ／ｃｍ）による表示縮
尺に応じて、印刷バッファに展開された入力文字画像のデータをリサイズさせるテキスト
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イメージリサイズ処理（ステップＳ５２）を実行する。
【００７９】
　さらに、制御部40は、リアルタイム画像における実変換値（ｐｉｘ／ｃｍ）による表示
縮尺に応じて、イメージバッファに展開された予め設定された印刷長、テープ幅及びテー
プ種に基づくテープ画像データを表示縮尺に応じてリサイズするテープイメージリサイズ
処理（ステップＳ５５）を実行する。
【００８０】
　制御部40は、テキストイメージリサイズ処理（ステップＳ５２）及びテープイメージリ
サイズ処理（ステップＳ５５）によりリサイズした各イメージを合成し、横向きであれば
図９に示すようなラベル画像を生成し、タッチパネル表示部4に表示させる合成処理（ス
テップＳ５７）を実行して、図５に示したリサイズ処理及びラベル画像生成処理（ステッ
プＳ４０）を終了する。
【００８１】
　このようにして、印字装置1、100は、リアルタイム画像と作成するラベルのプレビュー
画像を合成表示させる機能を有することから、ユーザが貼付対象物を撮影手段で撮影する
と、その映像がリアルタイムでカラー液晶表示パネルに表示され、さらに、そこに作成す
るラベルのプレビュー画像を合成表示させることができる。
【００８２】
　そして、ユーザは、実際のデザインや色を再現したテープイメージを使用したプレビュ
ー画像により、ラベルを作成した状態を視覚的に確認することができる。
【００８３】
　したがって、ユーザは、カラー液晶表示パネル上でプレビュー画像をリアルタイム画像
の貼付対象物の貼付位置に重ね合せてみることにより実際にラベルを貼付対象物に貼付し
た状態を視覚的に確認することができ、試し印刷の手間が省ける。
【００８４】
　そして、短時間で様々な角度から貼付対象物をカラー液晶表示パネル上に表示すること
ができることから、様々な箇所に貼付させるためのラベルを容易に作成することができる
。また、様々な色、デザイン、素材でできた印字テープに対して印字した結果を、予めカ
ラー液晶表示パネル上で確認することができる。
【００８５】
　以上のように、本発明の実施形態によれば、撮影手段と表示手段とを備え、表示手段に
ラベルを貼付させる対象物の画像と印刷前のラベルの画像とを合せて表示させて適正サイ
ズのラベルを容易に作成する印字装置1、100と、印字装置1、100において適正サイズのラ
ベルを容易に作成する印字方法と、適正サイズのラベルを容易に作成する印字方法を印字
装置1、100に実現させるための印字制御プログラムとを提供することができる。
【００８６】
　さらに、本発明の実施形態によれば、貼付対象物との距離を算出して、リアルタイム画
像の表示縮尺を算出してラベル画像を適正にリアルタイム画像に合成させて印字レイアウ
トを確認することができるので、誤ったラベルを作成することがない。
【００８７】
　また、本発明の実施形態によれば、撮影手段は、貼付対象物を撮影するにあたって、フ
ォーカスレンズを駆動させてピント合せを行い、駆動したフォーカスレンズの位置に基づ
いて貼付対象物との距離を算出することから、正確なリアルタイム画像の表示縮尺を算出
することができる。
【００８８】
　そして、本発明の実施形態によれば、合成画像のズーム操作が可能なことから、ラベル
作成時にサイズ、印字レイアウト等の細部の微調整が容易となる。
【００８９】
　さらに、本発明の実施形態におけるフローチャートに示した処理は、コンピュータに実
現させることのできる印字制御プログラムとして、例えば磁気ディスク、光ディスク、半
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導体メモリ等の記憶媒体に書き込んだ状態で各種装置に適用する、或いは、通信媒体によ
り伝送して各種装置に適用することも可能である。このように所望の記憶媒体に本実施形
態で述べた各処理を記憶させ、他のコンピュータ等で印字制御プログラムを実行させるこ
とにより、本実施形態の装置を用いた場合と同様の作用効果が得られる。なお、コンピュ
ータは、本実施形態で述べた装置に内蔵されたコンピュータに限定されるわけではなく、
記憶媒体に記憶された印字制御プログラムを読み取り可能であって、読み取った印字制御
プログラムに従って制御動作を行うＣＰＵ等の演算装置を備えているあらゆるコンピュー
タを含む。
【００９０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【００９１】
　以下に、本願出願の最初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[１]　印字テープに印字してラベルを作成する印字装置であって、
　作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力手段と、
　前記入力手段による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定手段と、
　前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別手段と、
　判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定手段と、
　前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択手段と、
　前記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択手段と、
　オートフォーカス機能を有する撮影手段と、
　前記撮影手段で撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示手段と、
　前記表示手段に表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出手段と、
　入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記
縮尺導出手段で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ手段と、
　前記リサイズ手段でリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画像を
生成するラベル画像生成手段と、
　前記ラベル画像生成手段により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成さ
せる合成画像生成手段と、
　前記入力手段による入力文字を印刷する印刷手段と、
　を備えることを特徴とする印字装置。
[２]　前記縮尺導出手段は、撮影範囲の縦又は横方向において、被写体の単位長さ当たり
の前記撮影手段の画素数による実変換値を求めて、リアルタイム画像の表示縮尺を導出す
ることを特徴とする請求項１に記載の印字装置。
[３]　前記撮影手段は、オートフォーカス機能によりフォーカスレンズを駆動させてピン
ト合せを行い、駆動した前記フォーカスレンズの位置に基づいて被写体との距離を算出す
ることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の印字装置。
[４]　前記合成画像生成手段は、トリミングによる画像処理で合成画像を拡大させるズー
ム手段を、さらに備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れかに記載の印字装
置。
[５]　印字テープに印字してラベルを作成する印字装置の印字方法であって、
　作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力処理と、
　前記入力処理による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定処理と、
　前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別処理と、
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　判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定処理と、
　前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択処理と、
　前記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択処理と、
　オートフォーカス機能を用いて行う撮影処理と、
　前記撮影処理により撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示処理と、
　前記表示処理により表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出処理と、
　入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記
縮尺導出処理で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ処理と、
　前記リサイズ処理によりリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画
像を生成するラベル画像生成処理と、
　前記ラベル画像生成処理により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成さ
せる合成画像生成処理と、
　前記入力処理による入力文字を印刷する印刷処理と、
　を実行することを特徴とする印字方法。
[６]　前記縮尺導出処理は、撮影範囲の縦又は横方向において、被写体の単位長さ当たり
の前記撮影手段の画素数による実変換値を求めて、リアルタイム画像の表示縮尺を導出す
る処理を実行することを特徴とする請求項５に記載の印字方法。
[７]　前記撮影処理は、オートフォーカス機能によりフォーカスレンズを駆動させてピン
ト合せを行い、駆動した前記フォーカスレンズの位置に基づいて被写体との距離を算出す
る処理を実行することを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の印字方法。
[８]　前記合成画像生成処理は、トリミングによる画像処理で合成画像を拡大させるズー
ム処理を実行することを特徴とする請求項５乃至請求項７の何れかに記載の印字方法。
[９]　印字テープに印字してラベルを作成する印字装置の印字方法を実現するための印字
制御プログラムであって、
　作成するラベルの入力文字やフォントサイズを設定する入力処理と、
　前記入力処理による入力文字の文字数やフォントサイズに応じて印刷長を設定する印刷
長設定処理と、
　前記印字テープを収納するカートリッジの種別を判別するカートリッジ判別処理と、
　判別したカートリッジの種別からテープ幅の情報を設定するテープ幅設定処理と、
　前記印字テープの色や模様及び材質等のテープ種を選択するテープ種選択処理と、
　前記印字テープへの印刷方向を選択する印刷方向選択処理と、
　オートフォーカス機能を用いて行う撮影処理と、
　前記撮影処理により撮影した貼付対象物のリアルタイム画像を表示させる表示処理と、
　前記表示処理により表示するリアルタイム画像の表示縮尺を導出する縮尺導出処理と、
　入力文字画像と設定された印刷長やテープ幅及びテープ種に基づくテープ画像とを前記
縮尺導出処理で導出した表示縮尺に合わせてリサイズするリサイズ処理と、
　前記リサイズ処理によりリサイズした入力文字画像及びテープ画像を合成してラベル画
像を生成するラベル画像生成処理と、
　前記ラベル画像生成処理により生成されたラベル画像を前記リアルタイム画像と合成さ
せる合成画像生成処理と、
　前記入力処理による入力文字を印刷する印刷処理と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする印字装置の印字制御プログラム。
[１０]　前記縮尺導出処理は、撮影範囲の縦又は横方向において、被写体の単位長さ当た
りの前記撮影手段の画素数による実変換値を求めて、リアルタイム画像の表示縮尺を導出
する処理をコンピュータに実行させることを特徴とする請求項９に記載の印字装置の印字
制御プログラム。
[１１]　前記撮影処理は、オートフォーカス機能によりフォーカスレンズを駆動させてピ
ント合せを行い、駆動した前記フォーカスレンズの位置に基づいて被写体との距離を算出
する処理をコンピュータに実行させることを特徴とする請求項９又は請求項１０に記載の
印字装置の印字制御プログラム。
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[１２]　前記合成画像生成処理は、トリミングによる画像処理で合成画像を拡大させるズ
ーム処理をコンピュータに実行させることを特徴とする請求項９乃至請求項１１の何れか
に記載の印字装置の印字制御プログラム。
【符号の説明】
【００９２】
　1、100　印字装置　　　　　　　　　　　　　2　筐体
　3　キーボード入力部　 　　　　　　　　　　4　タッチパネル表示部
　5　開閉蓋　 　　　　　　　　　　　　　　　7　テープ繰出部
　8　カセット装填部　　　　　　　　　　　　11　サーマルヘッド
　12　プラテンローラ　　　　　　　 　　　　13　リボン巻取軸
　15　カセット受部　　　　　　　 　　　　　16　テープ幅検出スイッチ
　17　フルカット機構　　　　　　　　 　　　18　ハーフカット機構
　20　位置合わせ軸
　21　テープカセット　　　　　　　 　　　　22　カセットケース
　23　テープコア　　　　　　　 　　　　　　24　リボン供給コア
　25　リボン巻取コア　　　　　　　 　　　　27　ヘッド配置部
　29　被係合部　　　　　　　 　　　　　　　31　テープ部材
　35　インクリボン　　　　　　　 　　　　　40　制御部
　41　ＲＯＭ　　　　　　　　　　　　　　　41a　テープ種記憶領域
　42　ＲＡＭ　　　　　　　　　　　　　　　42a　画像データ記憶領域
　45　テープ印字機構
　46　ステップモータ　　　　　　　 　　　　48　カッターモータ
　51　ヘッド駆動回路　　　　　　　　 　　　52　ステップモータ駆動回路
　53　カッターモータ駆動回路　　　　　　　 60　タッチパネル入力部
　63　タッチパネル表示部駆動回路　　　　　 64　タッチペン
　70　撮影部　　　　　　　　　　　　　　　70a　撮影制御手段
　70b 画像取得手段　　　　　　　　　　　　70c　測距手段
　82　装置本体　　　　　　　　　　　　　　 87　キーボード領域
　88　文字編集領域　　　　　　　　　　　　 　　　
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